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造幣事業 150周年　記念事業のご紹介

造幣局 150年のあゆみ

明治・大正期

令和3年（2021年）が、近代的造幣事業を創設した明治 4年（1871 年）から数えて 150周年にあたることから、
造幣局において様々な記念事業を実施いたしました。造幣局の歩んできた歴史と、150周年記念事業の一部を
ご紹介いたします。

明治 3年 (1870 年 )
わが国初の本格的な洋式設備による近代的工場で
ある造幣局の建設が竣工。

昭和 4年 (1929 年 )
わが国の勲章の本格的な製造を開始。

昭和 4年 (1929 年 )
東京市麹町区に東京出張所を開設（後に豊島区に
移転）し、貴金属製品の品位証明（ホールマーク）
業務を開始。 昭和 13年 (1938 年 )

従来の貨幣材料を軍需に振り向けるべく、貨幣の材
質変更の必要が生じ「臨時通貨法」が制定される。
臨時通貨法は昭和 63年 (1988 年）に廃止される
まで効力を有し続けてきた。

昭和 21年 (1946 年 )
広島支局、現在地（広島市佐伯区）で操業開始。

昭和 34年 (1959 年 )
現行の 5円黄銅貨幣及び 10円青銅貨幣、発行開始。

昭和 42年 (1967 年 )
現行の 50円白銅貨幣及び 100円白銅貨幣、発行開始

昭和 46年 (1971 年 )
皇太子同妃両殿下の御臨席の下、福田大蔵大臣
主宰により造幣事業 100年記念式典を挙行。

昭和 20年 (1945 年 )
広島支局開設、仮工場で貨幣の圧印検査作業開始。
ほどなく原爆により被災。

昭和 30年 (1955 年 )
現行の 1円アルミニウム貨幣、発行開始。
図案は公募され約 2600 点の応募があった。

昭和 39年 (1964 年 )
わが国初の記念貨幣である「オリ
ンピック東京大会記念」千円銀貨
幣、100円銀貨幣を発行。

昭和 44年 (1969 年 )
明治 44年 (1911 年）に火力発電所として建設さ
れた建物を改装し、造幣博物館が開館。

明治 4年 (1871 年 )
2 月 15日（新暦 4月 4日）、右大臣三条実美ら政
府高官、各国公使など合わせて約 100名が列席し、
創業式を挙行。

明治 10年 (1877 年 )
我が国の勲章（旭日章の章身）の製造を開始。

明治 16年 (1883 年 )
時の造幣局長 遠藤謹助の発案により造幣局構内の桜
並木の一般開放が始まる（「桜の通り抜け」の開始）。

大正 10年 (1921 年 )
大阪･中之島中央公会堂にて創業 50周年記念式典を挙行。

明治 12年 (1879 年 )
大蔵省内に造幣局東京出張所開設（明治 40年廃止）。

明治 30年 (1897 年 )
本格的な金本位制を採用した「貨幣法」が制定される。
貨幣法は昭和 63年 (1988 年）に廃止されるまでわ
が国貨幣の基本法としての地位を保ち続けた。

慶応 4年 (1868 年 )
明治新政府は、混乱した貨幣制度を立て直すため、
造幣工場の建設を決定。

明治 4年 (1871 年 )
わが国初の近代的通貨法規である「新貨条例」が制
定される。通貨単位が円、銭、厘と定められ、実質
的に金銀複本位制を採用。
新貨条例に基づき金貨幣 5種、銀貨幣 4種、銅貨幣
4種が製造された。

昭和期
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昭和 50年 (1975 年 )
貨幣セットの国内向けの交付業務を開始。
海外向けの貨幣セット交付は昭和 44年 (1969 年）
に開始。

平成 19年 (2007 年 )
戦後初となる外国貨幣（ニュージーランド 1ドル銀
貨幣）の製造を受注。

平成 24年 (2012 年 )
初めて虹色発色技術を採用した貨幣を製造･販売（第
67回国際通貨基金・世界銀行グループ年次総会記
念千円銀貨幣）。

平成 28年 (2016 年 )
東京支局がさいたま市大宮区に移転し「造幣局さい
たま支局」として開局。

令和 3年 (2021 年 )
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会
入賞メダルを 1964 年東京大会、1972 年札幌冬季
大会、1998 年長野冬季大会に続き製造。5千個も
の大型メダルの製造は初の試み。

令和 3年 (2021 年 )
二色三層構造や異形斜めギザなどの最先端の偽造防
止技術を施した新しい 500円貨幣の製造を開始。

平成 21年 (2009 年 )
造幣博物館（大阪本局）、リニューアルオープン。

平成 24年 (2012 年 )
戦後初となる外国一般流通貨幣（バングラデシュ 2
タカ貨幣）の製造を受注。

令和 3年 (2021 年 )
さいたま支局において「桜のさんぽ道」開始。

昭和 61年 (1986 年 )
収集用に表面に光沢をもたせた「プルーフ貨幣」セッ
トの製造を開始。

平成元年 (1989 年 )
消費税の導入により釣銭などに用いられる小額貨幣
の需要が高まり、1円貨幣製造枚数が過去最高を記
録。

平成 12年 (2000 年 )
500 円ニッケル黄銅貨幣の発行開始。流通貨幣に世
界で初めて斜めギザを採用。

平成 15年 (2003 年 )
造幣局が財務省の特別の機関から独立行政法人に移行。

昭和 49年 (1974 年 )
高度経済成長に伴う小額貨幣の需要が高まり、貨幣
製造枚数が過去最高を記録（56億 1千万枚）。

昭和 57年 (1982 年 )
500 円白銅貨幣の発行開始。一般流通用の貨幣が 1
円から 500円までの 6貨種となる。

昭和 62年 (1987 年 )
「通貨の単位及び貨幣の発行等に関する法律」制定
（翌 63年施行）。
「貨幣法」、「臨時通貨法」等が廃止され、名実とも
に金本位制に終止符。

平成 3年 (1991 年 )
広島支局において「花のまわりみち」開始。

平成 15年 (2003 年 )
初めてカラー印刷を施した貨幣を製造･販売（第 5
回アジア冬季競技大会記念千円銀貨幣）。

平成・令和期
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造幣局ホームページ内に
造幣局 150周年特設サイトを設置
（https://www.mint.go.jp/150th/）

造幣局本局庁舎玄関に垂れ幕を設置

令和 3年 10月 4日（月曜日）、造幣事業 150年記念式典を開催し、秋篠宮皇嗣同妃両殿下よりオンラ
インでの御視聴を賜るとともに、秋篠宮皇嗣殿下からビデオメッセージ形式にておことばを賜りました。
また、両殿下におかれましては、式典終了後、オンラインにより工場を御視察になられました。

創業 150 周年を記念した事業

令和3年 10月 4日（月曜日）、造幣事業 150年記念式典を開催し、秋篠宮皇嗣同妃両殿下よりオンラ
インでの御視聴を賜るとともに、秋篠宮皇嗣殿下からビデオメッセージ形式にておことばを賜りました。
また、両殿下におかれましては、式典終了後、オンラインにより工場を御視察になられました。

造幣局ホームページ内に
造幣局 150周年特設サイトを設置
（https://www.mint.go.jp/150th/）

造幣局本局庁舎玄関に垂れ幕を設置

抽選会の開催

以下の製品の申込受付を行った結果、申込数量が販売数量を上回りましたので、抽選を実施しました。

史跡名勝天然記念物保護 100年
記念 2021プル－フ貨幣セット
－史跡－

史跡名勝天然記念物保護 100年
記念 貨幣セット－史跡－

     販売価格
（消費税・送料込）

  14,000 円

    2,600 円

 販売製品

 販売製品

 令和３年１１月９日（火曜日）抽選
   東映株式会社 テレビ商品化権営業部長 杉浦 美恵 様  独立行政法人造幣局 監事 村上 佳子

 令和３年１２月１６日（木曜日）抽選





大正 10年 (1921 年 )
大阪･中之島中央公会堂にて創業 50周年記念式典を挙行。

２０ 水




